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【０】 海事クラスター支援への経緯

◆ 2018年頃、2030年以降の広島県経済を牽引する次世代産業の抽出＋支援方策に関
する議論を開始（製造業中心）

【既存産業】
自動車、エレクトロニクス、造船、航空機、医療機器 など

【新産業】
宇宙、素材（CF、CNFなど）、新エネ（水素、アンモニア）、ドローン など

議論が最も盛り上がったのが造船（＋舶用、修繕など）

◆ 広島県にとっての造船産業
・地場産業（産地）としての発展と衰退
・地銀の融資残高
・雇用（多様な側面：人手不足、島嶼部、外国人、etc…）

◆ 関係者との協議を通じて、
・緊急度が高く、早期着手可能な支援策として「造船人材」の育成

→ 文部科学省ＳＰＨへの応募
・新型コロナウィルス感染拡大もあり、業界・地場産業の現状を包括的に調査

→ 『瀬戸内海事クラスターのエコシステム化に向けた検討調査報告書（2021年2月） 』
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【１】 産業集積
／国内での存在感

◆岡山・広島・山口・香川・愛媛５県
における海事製造業の全国に占め
る割合（２０１９年）は、

事業所数 ３６．８％
従業者数 ３６．３％
製造品出荷額  ４４．４％

◆ コロナ後（２０２３年）では、
事業所数 ３９．３％
従業者数 ３８．２％
製造品出荷額  ４３．１％

◆ 統計の違いに注意が必要だが、
コロナ前後で国内シェアに
大きな変化は見られない

※２０１９年は『経済統計』
※２０２３年は『経済構造実態調査』
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（資料）『瀬戸内海事クラスターのエコシステム化に向けた
検討調査報告書』（2021年2月）

経済産業省『工業統計』での
事業所数・従業者数・製造品出荷額（2019年）



【２】 舶用工業の特徴と主要企業

◆ ５県での特化係数は「造船業」で５．１、「舶用工業」で２．１
◆ 舶用工業の中では①「操船機械」、②「プロペラ」、③「熱交換器」、④「ディーゼル機関付

属品」、⑤「ポンプ」などの集積が多い
①YAMAX㈱（広島県府中市） 内航船操舵装置で国内シェア４０％
②ナカシマプロプラ㈱（岡山市） 船舶用プロペラで世界トップシェア
③㈱ハリソン産業因島（尾道市因島）、㈱ダイクレ（呉市）など
⑤㈱シンコー（広島市） タンカー用カーゴオイルポンプ世界一、

大晃機械工業㈱（山口県田布施市） 舶用ポンプで国内シェアトップクラス
3（資料）『瀬戸内海事クラスターのエコシステム化に向けた検討調査報告書』（2021年2月）



【３】 瀬戸内海事クラスターの特徴と支援組織体（ＳＭＩＳ）の設置

【強み】
◆ 造船・舶用・船主・海運など幅広い集積
◆ ポンプ、プロペラ等で世界有数のシェア・技術力・品質を持つメーカーの存在
【弱み】
◆ 船主、オペレーター、造船所ごとのオーダーメイドで生産効率が低い
◆ クラスター内にＳＩ要素（電気・航海機器など）が少ない
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加えて、
韓国・中国勢とのコスト競争
深刻な人材不足、 コロナ禍

『せとうち海事産業サポーターズ会議』 の設置（２０２３年３月）
（Setouchi Maritime Industry Supporters Conference ／略称：ＳＭＩＳ（スミス））

【目的】
・海事産業関連事業者の意向を踏まえた迅速かつ柔軟な助言・支援
・全国に先駆けたモデル事業など具体的なプロジェクトを瀬戸内エリアで創出
・上記を通じた瀬戸内海事クラスターの高度化

【構成メンバー】
中国運輸局／広島県／中国地区造船協議会・中国小型船舶工業会
／広島銀行／公益財団法人 中国地域創造研究センター



【４】 ＳＭＩＳでの検討・支援内容

【デジタル】
・船舶向けＤＸ技術（船内LAN）を、地元船主（「喜望峰の会」メンバーなど）に

提案する機会の設定
・気象情報、船員労務管理システム、航海安全システム等の個別マッチング

【脱炭素・海洋汚染対策】
・船舶推進装置用水潤滑軸受、ＬＰＧエンジン、

海洋プラスチックごみ回収船などの販路開拓と技術高度化支援

【情報共有】
・呉市・広島大学Town&Gown

【プロジェクト創出】
・内航船の脱炭素化（メタノール焚きエンジン船舶）
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【５】 瀬戸内海における内航船の脱炭素化に向けて（プロジェクト構想）
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メタノール焚き船舶エンジン

メタノール運搬船建造
（メタノール焚きエンジン搭載）

メタノール運搬オペレーション

船舶

エンジン

傭船

・大崎上島町もしくは瀬戸内エリアでの
Greenメタノール製造

・ＭＧＣターミナル（大崎上島町）での
メタノール貯蔵

Green
メタノール

（2030年以降？）

Greenメタノール
（化学品原料向け）

エンジンメーカー 造船会社

船主オペレーター

（注）本内容はあくまで構想段階であり、各社の了解を得たものではありません。

メタノール運搬船所有・運航

（＋船舶管理・傭員）



【６】 燃料転換に向けた瀬戸内海での水素運搬ルート
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姫路・東播磨

水島

周南

波方

NH3

NH3 MCH
Liquid 

H2

2030年以降の
需要積上

2030年までの
SC整備マスト

（マツダFID向け）

2030年までに
SCを整備
（ENEOS目標）

2035年でも
技術確立困難？

水素社会推進法を軸とする瀬戸内エリアでのインフラ拠点整備

自治体および主要事業者との意見交換より想定される調達ルート

（「広域拠点整備」のため、これに内航での横持ちや陸送が加わる）

前回委員会での河野委員長のご発言「新エネルギーへの対応が内航輸送（＋港湾インフラ）の活性化につながれば・・・」

問題は「時間軸」

（注）本内容は調査結果であり、各社との調整を経たものではありません。
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